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４
月
１
７
日
（
日
）
、
京
王
線
新
宿
駅
７
時

８
分
発
の
特
急
京
王
八
王
子
行
に
乗
車
。
北
野

乗
換
、
高
尾
駅
で
８
時
７
分
発
の
Ｊ
Ｒ
中
央
本

線
甲
府
行
き
に
乗
り
換
え
て
勝
沼
ぶ
ど
う
郷

駅
に
９
時
１
０
分
着
。 

 

降
り
立
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
太
田
、
星
野
（
幸
）、

神
山
、
川
名
夫
妻
、
宗
像
夫
人
、
奥
村
、
及
川
、

星
野
親
子
、
神
吉
、
戸
丸
の
１
２
名
。 

 

駅
に
着
く
と
残
念
な
が
ら
雨
が
し
っ
か
り

降
っ
て
い
る
。
蜂
城
山
は
登
り
が
続
く
の
で
残

念
だ
が
中
止
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

下
見
の
時
に
横
を
通
っ
た
フ
ジ
ッ
コ
ワ
イ

ナ
リ
ー
に
電
話
す
る
。
あ
の
「
フ
ジ
ッ
コ
の
お

豆
さ
ん
」、「
昆
布
の
佃
煮
」
で
有
名
な
フ
ジ
ッ

コ
だ
。
な
ん
と
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
や
っ
て
い
た
の

だ
。
１
時
間
ご
と
に
ワ
イ
ン
の
タ
ン
ク
や
熟
成

樽
等
の
ワ
イ
ン
製
造
工
程
を
説
明
し
て
く
れ

る
と
い
う
の
だ
。
１
０
時
の
回
に
伺
う
と
約
束

し
タ
ク
シ
ー
３
台
で
向
か
う
。 

 

ワ
イ
ナ
リ
ー
に
到
着
す
る
と
最
初
に
出
発

し
た
は
ず
の
タ
ク
シ
ー
が
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
通

り
過
ぎ
て
山
の
方
に
走
っ
て
い
っ
た
と
の
事
、

も
し
や
間
違
え
て
登
山
口
に
行
っ
た
の
か
と

心
配
し
て
い
る
と
す
ぐ
に
戻
っ
て
き
た
。
な
ん

と
タ
ク
シ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
桃
の
花
の
綺

麗
な
と
こ
ろ
を
メ
ー
タ
ー
を
切
っ
て
、
無
料
で

見
せ
て
く
れ
た
と
の
事
。
心
配
し
た
が
、
乗
っ

て
い
た
方
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
か
も
。 

 

さ
て
、
１
０
時
少
し
前
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
２
Ｆ

の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
に
行
き
、
荷
物
を
置
い
て
し

ば
ら
く
待
機
す
る
。
１
３
種
類
の
ワ
イ
ン
を
試

飲
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
が
、
試
飲
は
工

場
の
説
明
を
聞
い
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
並
ん
で
い
る
ボ
ト
ル
を
眺
め
て
回
る
。 

 

１
０
時
、
１
階
の
ぶ
ど
う
の
搬
入
口
へ
行
く

の
だ
が
、
通
常
は
外
か
ら
入
る
と
こ
ろ
を
雨
の

た
め
工
場
内
か
ら
入
っ
て
ゆ
く
。 

 

実
は
、
今
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
一
番
暇
な
時
期

で
工
場
は
何
も
や
っ
て
い
な
く
て
、
大
き
な
タ

ン
ク
に
入
っ
て
い
る
ワ
イ
ン
が
あ
る
の
と
、
樽

の
ワ
イ
ン
が
熟
成
し
て
い
る
だ
け
で
静
か
な

の
だ
そ
う
だ
。 

 

ま
ず
、
ブ
ド
ウ
が
出
来
る
秋
に
な
る
と
ト
ラ

ッ
ク
で
た
く
さ
ん
の
ぶ
ど
う
が
搬
入
さ
れ
る
。

こ
こ
フ
ジ
ッ
コ
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
指
定
の
専

用
農
園
か
ら
の
ブ
ド
ウ
だ
け
を
使
っ
て
い
る

箱
根
組
ニ
ュー
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０
１
６
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５
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

雨
で
蜂
城
山
を
断
念
し
、
フ
ジ
ッ
コ
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
、
天
空
の
湯
を
楽
し
む
！ 
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ら
し
い
。

搬
入
さ
れ

た
ブ
ド
ウ

は
輪
転
機

の
よ
う
な

大
き
な
絞

り
機
で
絞

ら
れ
、
白

ワ
イ
ン
は

皮
を
取
り

除
い
て
タ

ン
ク
に
入

れ
ら
れ
、

赤
ワ
イ
ン

は
皮
や
種
ご
と
タ
ン
ク
に
入
れ
ら
れ
る
ら
し

い
。
い
ろ
ん
な
説
明
を
聞
い
た
が
気
持
ち
は
試

飲
コ
ー
ナ
ー
に
行
っ
て
い
た
。 

 

１
５
ト
ン
の
大
き
な
タ
ン
ク
が
１
２
本
ほ

ど
立
っ
て
い
た
。
一
本
飲
む
の
に
６
０
年
か
か

る
と
か
・
・
・
？
？
。 

 

そ
れ
か
ら
隣

の
樽
の
部
屋
に

移
動
す
る
。
２
段

に
な
っ
た
樽
が

た
く
さ
ん
並
ん

で
い
る
。
樽
の
木

は
国
内
産
で
は

な
く
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
輸
入
し

て
い
る
ら
し
い
。
タ
ン
ク
の
ワ
イ

ン
が
樽
に
入
れ
ら
れ
熟
成
さ
れ

る
。
一
本
の
樽
に
ボ
ト
ル
３
０
０

本
分
の
ワ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る

と
か
。 

 

１
０
分
ほ
ど
の
説
明
が
終
了

し
、
い
よ
い
よ
待
望
の
試
飲
の
時

間
だ
。
２
Ｆ
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
に

戻
る
。 

 

赤
ワ
イ
ン
、
白
ワ
イ
ン
が
た
く

さ
ん
並
ん
で
い
る
。
１
３
種
類
を

す
べ
て
飲
ん
で
み
た
が
、
私
の
気

に
入
っ
た
の
は
フ
ル
ー
テ
ィ
な

白
、
そ
れ
も
２
種
類
あ
る
う
ち
の

濾
過
し
て
な
い
濁
り
の
も
の
だ

っ
た
。
ま
る
で
絞
っ
た
ぶ
ど
う
そ

５
月
１
５
日
（
日
）
は
甲
州
高
尾
山
（1102

ｍ
）
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス 

約
５
時
間 

 

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
大
滝
不
動
尊
へ
。 

状
況
に
よ
っ
て
は
棚
横
手
（1306.2

ｍ
）
に
も
登
り
ま
す
。 

 

〇
持
ち
物 

昼
食
、
ポ
ッ
ト
に
お
湯
、
飲
料
水
、
非
常
食
、

雨
具
、
傘
、
ス
パ
ッ
ツ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
（
三
角
巾
、

包
帯
、
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
、
ち
り
紙(

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ

タ
ー
か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他
、
山

と
高
原
地
図
登
山
装
備
表
な
ど
を
参
考
に
。 

 

●
申
し
込
み
は
５
月
１
３
日
（
金
）
ま
で
に 

現在の収支 

繰越     37765 円 

収入       0 円 

 

支出 

印刷費    1000 円 

コピー代    400 円 

現在高    36365 円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

 

１
６
８
枚 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

http://www.geocities.jp/hakonegumi1991/ 

集合 ５月１５日（日） 

京王線新宿駅 7:08発 （３番ホーム）  

特急 京王八王子行（前から３両目） 

途中駅発  
明大前7：13 調布7：23 府中7：29 分倍河原7：31  

聖蹟桜ヶ丘7：34  高幡不動7：38   

北野7:43着（乗り換え）7:46発 高尾山口行 

高尾7:56着（乗り換え） 

 8:07発 ＪＲ中央本線(普通) 甲府行  

 勝沼ぶどう郷 9:10着  

 

交通費 新宿～勝沼ぶどう郷 往復 2660円 

別に大滝不動までのタクシー代が必要 

 



 3 

の
も
の
の
よ
う
な
味
だ
。
十
分
堪
能
し
お
土
産

の
ワ
イ
ン
も
購
入
し
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
後
に

す
る
。 

 

１
０
時
５
０
分
、
外
に
出
る
と
雨
は
ほ
と
ん

ど
止
ん
で
い
た
。
わ
ず
か
に
残
っ
た
桃
の
花
を

見
な
が
ら
中
央
高
速
を
渡
り
山
側
の
高
速
沿

い
を
進
む
。
少
し
進
む
と
左
側
に
花
が
い
っ
ぱ

い
の
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
に
到
着
。
中
央
高
速

を
作
っ
た
と
き
に
発
掘
さ
れ
た
縄
文
時
代
の

土
偶
や
大
き
な
縄
文
土
器
な
ど
が
た
く
さ
ん

並
ん
で
い
る
。
驚
く
ほ
ど
大
き
な
土
器
が
す
ご

い
装
飾
で
作
ら
れ
て
お
り
縄
文
時
代
の
人
々

の
文
化
の

高
さ
を
実

感
で
き
た
。 

 

博
物
館

の
裏
に
広

場
が
あ
り

立
派
な
大

き
な
東
屋

が
あ
っ
た

の
で
こ
こ

で
昼
食
と

す
る
こ
と

に
し
た
。

持
ち
寄
り

の
料
理
と

大
鍋
で
は

味
噌
汁
を

作
っ
た
。

時
折
吹
く

雨
交
じ
り

の
強
風
に

悩
ま
さ
れ

た
が
無
事

昼
食
も
済

ん
だ
。
昼

食
中
に
は

天
気
も
回

復
し
終
わ
る
こ
ろ
に
は
青
空
に
な
り
甲
府
方

面
の
街
並
み
や
周
囲
の
山
々
が
春
の
景
色
を

見

せ

て

く
れ
た
。 

 

１
時
１
５
分
、

撤
収
し
て
出
発
。

博
物
館
の
前
に

行
く
と
「
花
桃

畑
」
と
看
板
が

あ
り
き
れ
い
な

花
が
沢
山
咲
い

て
い
た
。
こ
こ

に
入
っ
て
花
を

楽
し
ん
だ
。
桃

の
ジ
ュ
ー
ス
や
地
元
の
農
産
品
も
置
い
て
あ

っ
た
が
、
山
椒
の
煮
た
の
が
ビ
ン
入
り
で
あ
り
、

こ
れ
が
美
味
し
か
っ
た
。
登
る
は
ず
だ
っ
た
蜂

城
山
も
花
の
向
こ
う
に
見
え
て
い
た
。 

 

タ
ク
シ
ー
で
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
前
の
ぶ
ど

う
の
丘
に
あ
る
天
空
の
湯
に
移
動
。
絶
景
の
露

天
風
呂
と
美
味
し
い
ビ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
勝

沼
の
一
日
は
終
わ
っ
た
。 

 

２
０
１
６
年
こ
れ
か
ら
の
予
定 

 
 

 

６
月
１
９
日(

日
）
ら
く
だ(

天
ぷ
ら
山
行
） 

 

７
月 

未
定
？
２
３
日(

土
）
又
は
３
０(

土
） 

 

８
月
２
０
日
、
２
１
日(

土
日
一
泊
） 

 
 
 
 

伊
東
の
海
ツ
ア
ー 

 

９
月
１
６
日(

金
）
～
１
９
日(

月
） 

 
 
 
 

北
ア
ル
プ
ス
・
白
馬
岳
３
泊
４
日 
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